不審者侵入防止・侵入時の

危機管理マニュアル
（　参　考　例　）
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仮称：大阪第一小学校
（平成１５年１２月　大阪府教育委員会作成）
【「本校（仮称：大阪第一小学校）」の設定について】

＊　正門には、「モニター付きインターホン」と「電気錠システム」があり、インターホンを鳴らした人物をモニターで確認した上で、電気錠の開閉操作ができる（解錠ボタンは職員室にある）。通常は施錠された状態。
＊　警備員は配置されていない。

＊　教職員数、児童数は次のとおり想定している。

　　　校長・教頭各１名、教諭・講師１６名、養護教諭１名、事務職員１名、校務員２名、

給食調理員３名。教職員合計２５名。
児童数４００名（各学年２クラス、支援学級１クラス：計１３学級）。
　　　　（教職員一覧）

	校長
	校長：男
	
	教諭
	Ｈ：女
	③主
	養護教諭
	Ｑ：女

	教頭
	教頭：女
	
	教諭
	Ｉ：女
	③
	事務職員
	Ｒ：女

	教諭
	Ａ：男
	首席・教務主任
	教諭
	Ｊ：女
	④主
	校務員
	Ｓ：男

	教諭
	Ｂ：男
	専科
	教諭
	Ｋ：男
	④
	校務員
	Ｔ：男

	教諭
	Ｃ：女
	少人数
	教諭
	Ｌ：女
	⑤主
	給食調理員
	Ｕ：女

	教諭
	Ｄ：女
	①主
	教諭
	Ｍ：女
	⑤
	給食調理員
	Ｖ：女

	教諭
	Ｅ：女
	①
	教諭
	Ｎ：女
	⑥主
	給食調理員
	Ｗ：男

	講師
	Ｆ：女
	②主
	教諭
	Ｏ：男
	⑥
	
	

	教諭
	Ｇ：女
	②
	教諭
	Ｐ：女
	支援：ひまわり
	
	


　＊　校時
	 8:35～ 8:50
	朝の会
	12:25～13:10
	給食

	 8:50～ 9:35
	１時限
	13:10～13:15
	ハミガキ・タイム

	 9:35～ 9:45
	休憩
	13:15～13:35
	２０分休憩

	 9:45～10:30
	２時限
	13:35～13:50
	清掃

	10:30～10:45
	１５分休憩
	13:50～13:55
	清掃後かたづけ

	10:45～11:30
	３時限
	13:55～14:40
	５時限

	11:30～11:40
	休憩
	14:40～14:50
	休憩

	11:40～12:25
	４時限
	14:50～15:35
	６時限


　　　※登校時刻＝８時１０分～８時２５分
　　　※下校時刻　・　３月～１０月＝１６時３０分
　　　　　　　　　・１１月～　２月＝１６時００分
　＊　教職員は、万一の際の情報伝達のため、笛（ホイッスル）を常時携帯することになっている。
　＊　毎月一回、８日は「学校安全の日」として、ＰＴＡの協力を得て校内巡視と安全点検を実施している。
　＊　学校の電話番号：０６－６９○○－６×××

　＊　関係機関等
　　・所轄警察署＝「大阪城警察署」（電話：０６－６９△△－１２３４）
　　・所轄消防署＝「大阪城消防署」（電話：０６－６９☆☆－４×××）

　　・最寄り医療機関＝「天守病院」（電話：０６－６４◇◇－８×××）

　　・近隣の学校園

　　　　「大阪中央中学校」（電話：０６－６９□□－７×××）
　　　　「大阪第二小学校」（電話：０６－６９○○－９×××）
　　　　「御堀幼稚園」（電話：０６－６９＊＊－３×××）
　　　　「私立御城門学院」（電話：０６－６８＃＃－６×××）
　　・教育委員会※※課（電話：０６－６９▽▽－２×××）
平成１５年度
不審者侵入防止のための危機管理マニュアル（例）
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	＜参考資料＞

　　　　●安全教育参考資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」

（平成１３年１１月、文部科学省）

　　　　●「学校への不審者侵入時の危機管理マニュアル」　　　　　（平成１５年２月、文部科学省）

　　　　●「公立の学校における幼児、児童及び生徒の安全の確保に関する指針」

（平成１４年１０月、大阪府教育委員会）


	
	作成：大阪第一小学校学校安全部
（平成１５年１２月２４日）


	本校の警備体制について

	【通常時の警備体制（門の管理）について】
１　登校時

(１)　原則として朝の開門は８時１０分（正門のみ）。

(２)　登校時は正門を開放。なお、児童へは登校時刻等について、次の点を指導すること。

　＊　通常の授業時は、８時１０分～８時２５分の間に登校すること。
＊　遅刻して門が閉まっている場合は、インターホンを鳴らすこと。

＊　遅刻する場合は学校に電話連絡すること。

　(３)　正門指導（８時１０分～８時３０分）
　　　＊　正門で児童の登校を見守る。必ず、教職員から挨拶・声かけをすること。

＊　８時３０分に施錠。その際、児童の安全に十分配慮し、安全を最優先すること。
　　　＊　当番表は４ページ「校内巡視と安全点検について」に掲載。

２　授業時・休憩時
　(１)　門は施錠している。校内からは正門横の通用口を解錠して出ることは可能。

　(２)　来校者や遅刻した児童がインターホンを鳴らすと、職員室・事務室でチャイムが鳴るので、その場合は、モニターで来校者等を確認の上、用件を聞き、通用口を解錠すること（詳細は３ページ「来校者等の受付について」を参照）。
　　　＊　来校者用に、正門横に、案内の掲示あり。

３　下校時、放課後

(１)　児童は下校の際には、正門横の通用口から下校させる（中から解錠可能）。一度通用口の扉を開き、扉が再び閉まると施錠される。なお、解錠しても、そのまま扉を開かなければ、１分後に再び施錠される仕組みとなっている。

(２)　来校者については、授業時と同様。
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	来校者等の受付について
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【遅刻した児童の場合】
１　インターホンが鳴り、モニターを確認すると児童であった場合。

(１)　職員室に来るように指示し、解錠する。
(２)　児童が正門横の通用口を通り抜けて通用口が閉まるまで確認すること。
＊　児童と一緒に部外者が入らないように確認する。
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(３)　職員室の名簿に、学年、組、出席番号、名前と登校時刻を記入させた後、授業に行かせる。

【来校者の場合】

２　インターホンが鳴り、モニターを確認すると児童以外であった場合。

　(１)　来校者の名前と用件を確認する。

　(２)　挙動等が不審な場合は、すぐに校長または教頭に連絡し、指示を受けること。

　(３)　不審な点が見られない場合は、「今から、鍵を開けます。お入りになって、校舎の玄関にある受付で、お名前をご記入ください」とお願いし、解錠する。
　　　　＊　一緒に部外者が入らないように確認する。

　(４)　受付に行き、来校者名簿への記入を確認した上で、来校者カードの着用を依頼する。

　(５)　保護者については、４月当初に、来校者カードを各家庭等に２枚ずつ、児童を通じて配付しているので、それを着用するようお願いする。忘れた場合は、一般の来校者カードを着用。

　(６)　必要に応じて、訪問場所に案内するなど対応する。

　本　館
小会議室
校長室
職員室
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保健室
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＊来校者名簿（記入例）
月日

お名前

用　件
入校時刻

退校時刻

カード番号

８／29

○○　○○

ＰＴＡ役員会
10:25

11:00

Ｐ１１３１

←保護者

８／29

△△　△△

校長先生に面会
12:00

12:20

２４

←保護者以外

＊来校者カード（首からつるす透明ホルダーに入れて使用します）
・保護者の場合（事前に配付）

・その他の来校者の場合

保　　護　　者

Ｐ－＿　＿　＿　＿

（年）  （組）   （番  号）
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大阪第一小学校

来　　校　　者

２４
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大阪第一小学校




	校内巡視と安全点検について

	１　校内巡視等（不審者を早期に発見するために）
　(１)　万一の際に他の教職員に非常事態であることがわかるよう、登校後から下校するまでの間は、必ず「笛」を携帯すること。何か危急の事態が生じた場合は、笛を強く吹き続けて、近くの教職員に知らせる。

　(２)　本校教職員であることが誰にでもわかるよう、校内では必ず職員カードを着用する。

(３)　原則として毎休憩時間は、児童の監督とともに、自分の近くに不審者等がいないかどうか、意識的に確認するよう努める。
(４)　通常は、次のような体制で、始業前に正門指導と校内巡視、放課後に校内巡視を実施する。
　＊　時間帯

①　始業前　　８時１０分～　８時３０分（正門指導、校内巡視とも。）
②　放課後　１５時４０分～１６時００分
　　　＊　担当者

曜

月

火

水

木

金

①
正門

校長

Ａ

教頭

Ｂ

校長

Ｃ

教頭

Ａ

校長

Ｂ

巡回

Ｆ

Ｏ

Ｇ

Ｎ

Ｈ

Ｍ

Ｉ

Ｌ

Ｊ

Ｋ

②

Ｄ

Ｇ

Ｅ

Ｉ

Ｐ
Ｋ

Ｐ
Ｍ

Ｃ

Ｏ

２　毎月８日の「授業時等の校内巡視と安全点検について」
　(１)　毎月８日の「学校安全の日」は、ＰＴＡの方の協力で校内巡視を実施している（授業中等も巡回する）。なお、巡視員は「腕章」を着用。
　(２)　「学校安全の日」には、安全点検を実施。校舎周辺のフェンス、照明設備、校内の死角の有無等については、ＰＴＡの方（及び教頭）に、校内巡視時に併せてお願いしているので、本校教職員は、安全点検分担表（別紙）に従って点検すること。
　　＊　平成１５年度　安全点検分担表（一部を掲載）
場所

担当者

場所

担当者

１年１組

Ｄ

ひまわり学級

Ｐ

１年２組

Ｅ

体育館フロア

Ｏ、Ｋ

２年１組

Ｆ

運動場の遊具

Ｓ

２年２組

Ｇ

本館男子ﾄｲﾚ

Ａ

３年１組

Ｈ

本館女子ﾄｲﾚ

Ｑ

３年２組

Ｉ

新館男子ﾄｲﾚ

Ａ

４年１組

Ｊ

新館女子ﾄｲﾚ

Ｃ

４年２組

Ｋ

音楽教室

Ｂ

５年１組

Ｌ

図書室

Ｃ

５年２組

Ｍ

保健室

Ｑ

６年１組

Ｎ

給食室

Ｕ

６年２組

Ｏ

図工室

Ｍ

……

……

……

……

　　＊　安全点検の結果は、別紙「安全点検票」（点検前に配付）に記録し、○○まで提出。



	学校行事の時の体制等＜参観＞

	１　保護者参観

(１)　受付体制

①　ＰＴＡ実行委員からの協力者と、ＰＴＡ役員ＯＢ（本校卒業者の保護者）に受付の応援を依頼する。受付担当者には、当日、腕章、笛、「注意事項」を配付する。
　　　②　保護者には事前に「参観用来校者カード」を配付（参観案内文に添付。１家庭に２枚。）し、当日、保護者名等を記入して持参してもらい、正門前で提示の上、児童名簿に丸印を付けてもらう（当日、来校者カードを忘れた保護者には、交付する）。
③　受付時間等

 8:30～ 8:50（朝の会）

ＰＴＡ実行委員

４人

 8:50～ 9:40（１時限：参観）

元ＰＴＡ役員

４人

 9:40～10:30（２時限：参観）

４人

10:30～11:40（３時限：教育講演会）

ＰＴＡ実行委員

３人

④　「注意事項」の内容

　＊　受付の仕方

・　来校した保護者に「参観用来校者カード」を提示してもらい、児童名簿に○を付けてもらう。

　　・　「参観用来校者カード」を忘れた保護者には、児童名を確認の上、名簿に丸印を付け、新たに「参観用来校者カード」を交付する。

　＊　不審者が侵入した場合の対応

　　・　万一、挙動不審な者が来校した場合は、一人が直ちに本校教職員に連絡。残りの者で不審者が教室等に近づかないよう、冷静に対応する（相手を興奮させない）。
　　・　できれば、小会議室へ連れて行く。

・　近くに児童がいる場合、その場から児童を遠ざける（児童の安全が最優先）。
・　不審者が突然暴れ出すなど緊急の場合、すぐに笛を吹いて危急を知らせる。また、むやみに不審者に立ち向かわないこと。
　(２)　緊急時の対応について
　　　①　不審者が侵入しても早期に発見できるよう、校長、教頭、首席・教務主任等は、随時、校内を巡回すること。

　　　②　万一、不審者が侵入した場合は、レベル１～３（12頁～14頁）に応じて対応する。

③　全校に緊急放送が流れた際は、各担任等教職員は、児童を動揺させないよう、保護者に対し、簡単に事情を説明。教室等で児童を守ってもらうよう依頼する。その際、保護者や児童が動揺しないよう、落ち着いて対応すること。
　＊　保護者への説明例

　　「皆さん、今の放送は、校内のどこかでトラブルがあった場合の暗号による放送です。すでに、本校職員が緊急体制に入っていますので、落ち着いて、この教室の子どもたちの安全を確保できるよう、協力してください。申し訳ありませんが、教室の中に入り、ドアと窓を閉めてください。私は、廊下に出て状況を確認しますので、そのままお待ちください。」

　　④　その後については、放送等の指示に従い、避難または待機する。



	学校行事の時の体制等＜運動会＞
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２　運動会

　(１)　受付体制

　　　①　ＰＴＡ実行委員を中心に、保護者からボランティアを募り、受付と警備をお願いする。受付・警備担当者には、当日の打合わせ時に、腕章、笛及び「注意事項」を配付する。

　　　②　保護者には事前に「運動会用来校者カード」を配付（運動会案内文に添付）し、当日、保護者名等を記入の上、持参してもらい、正門前で提示の上、校内に入ってもらう。

　　　③　当日、来校者カードを忘れた保護者や突然来校された地域の方には、受付簿に記入の上、来校者カードを渡して校内へ入ってもらう。

④　受付時間等

　＊　担当者の打ち合わせを当日７時４０分に実施。開門８時。
時間

来賓受付

保護者等受付

正門係

自転車整理

警備担当

8:00～ 9:30

２

２

３

３

その他全員

9:30～11:00

２

２

３

２

〃

11:00～12:30

２

２

３

２

〃

12:30～14:00

２

２

３

２

〃

14:00～終了

２

２

３

２

〃

⑤　「注意事項」の内容
　＊　受付の仕方

・　来校者に「運動会用来校者カード」を提示してもらい、正門係が確認した者について校内に入ってもらう。
　　・　来校者で「運動会用来校者カード」を持っていない人には、「保護者等受付」で受付簿に必要事項（児童の学年、組、来校者名）を記入してもらい、来校者カードを交付。
・　来賓は、招待状を持参するので、正門係は「来賓受付」に案内する。

・　担当者は常時「警備」の腕章を着用のこと。
・　自分の子どもの出場時には、適宜担当を交代してもらうこと。

　＊　不審者が侵入した場合の対応

　　・　万一、挙動不審な者が来た場合は、一人が直ちに本校教職員に連絡。残りの者で不審者が児童等に近づかないよう、冷静に対応する（相手を興奮させない）。

　　・　できれば、小会議室へ連れて行く。

・　近くに児童がいる場合、その場から児童を遠ざける（児童の安全が最優先）。

・　不審者が突然暴れ出すなど緊急の場合、すぐに笛を吹いて危急を知らせる。また、むやみに不審者に立ち向かわないこと。

　(２)　緊急時の対応について

　　　①　万一、不審者が侵入した場合は、レベル１～３（12頁～14頁）に応じて対応する。

②　運動場に不審者が現れた場合は、近くの教職員で取り囲み、児童に近づけないようにすること。その際、近くの保護者にも協力を求める。また、その場から児童を遠ざけ、安全を確保すること。

③　運動場以外で緊急事態が発生し、運動場の教職員等に不審者の状況が確認できない場合は、緊急放送を行い、状況を知らせる。その場合は、まず児童の安全を確保し、またその旨保護者にも協力を要請する。

④　その後については、放送等の指示に従い、避難または待機する。


	学校行事の時の体制等＜校外活動＞

	
３　校外学習等、校外での活動時の留意事項

　(１)　計画作成時

　　　①　計画を作成する段階で、必ず下見を行い、危険箇所等について確認すること。

　　　②　万一の緊急事態が発生した場合、学校等へすぐに連絡ができるよう、携帯電話を携行（ない場合は小銭とテレフォンカード持参。なお、下見で公衆電話の位置を確認。）しておくこと。

　　　③　経路や活動場所近くの救急病院及び警察署の場所、住所、電話番号を確認し、名称と電話番号は保護者への案内プリントに明記しておくこと。

　(２)　事前準備等
　　　①　児童への事前指導

　　　　ア　児童に対して十分に安全指導（交通安全と生活安全について）を実施すること。

　　　　イ　生活安全については、犯罪被害にあいそうになるなど万一の際の対処の仕方（「助けを求める、逃げる、信頼できる大人に話す」など）についても指導しておくこと。

　　　②　当日、保護者の連絡先一覧（緊急連絡網）を、救急病院の連絡先等とともに持参すること。また、緊急用の笛を忘れないこと。

　(３)　事故発生時

　　　①　直ちに、学校（０６－６９○○－６×××）、警察（１１０番）、救急（１１９番）、保護者に連絡すること。

　　②　他の児童の安全確保に十分留意すること。


[image: image4]



	その他の体制等

	１　不審者情報があった場合の対応
(１)　不審者情報等については、次の関係機関等と常に連絡を取り合い、情報を共有するよう努めている。本校周辺に不審者があった場合も、本校から各機関に連絡する。
①大阪城警察署（６９△△－１２３４）、　　②教育委員会※※課（６９▽▽－２×××）

③大阪中央中学校（６９□□－７×××）、　④大阪第二小学校（６９○○－９×××）

⑤御堀幼稚園（６９＊＊－３×××）、　　　⑥「私立御城門学院」（６８＃＃－６×××）

　＊緊急時、③～⑥への連絡は教育委員会に要請。
(２)　不審者情報等があった場合は、集団下校等を実施することがある。

　(３)　不審者情報等が電話等でもたらされ、対応したときは、内容と情報提供者の名前及び連絡先を確認し、直ちに教頭、学校安全部に連絡すること。また、校外で不審者情報等を入手した場合は、同様に連絡すること。
　(４)　不審者情報等については、文書等により速やかに保護者に提供し、注意喚起する。

２　学校安全推進委員会「大阪一小あんしん委員会」の開催について

　(１)　毎年２回、「大阪一小あんしん委員会」を開催する（主催：学校安全部）

　(２)　開催時期とテーマ

①　４月下旬（本年度の計画）

　　②　２月中旬（本年度の総括と来年度の方向性）
　(３)　構成員（出席を要請している方々）
　　①　本校教職員：校長、教頭、首席、学校安全部部長、同部員１名

　　②　保護者等：ＰＴＡ会長(副会長の代理出席可)、ＰＴＡ安全委員会委員長、同委員１名

　　③　関係機関：大阪城警察署員１名、大阪城消防署員１名、

　　④　その他：校長が出席を求める者
３　緊急連絡網について

　(１)　緊急連絡網は次のとおり作成する。

　　①　ＰＴＡ役員連絡網

　　　＊　危急の事態など、全保護者に連絡する必要が生じた場合には、ＰＴＡに協力を依頼する。その為、会長から各クラス学級委員までの連絡網を、各役員の了解を得た上で学校として作成する（ＰＴＡ作成の連絡網とは別に作成）。その際、個人情報保護と目的外使用防止のため、一人あたりが管理する連絡先を最低限としておく。
　　　＊　ＰＴＡ係が作成し、掲載されている役員に配付する。また１部を学校安全部に提出。

　　②　各クラスの緊急連絡網

　　　＊　担任及び学級委員から各保護者への連絡網を、保護者の了解を得て作成する。この際の留意事項は上記に同じ。
　　　＊　担任が作成し、掲載されている保護者に配付する。また写し３部を学校安全部に提出。

　　③　緊急連絡の流れ（全保護者に連絡するような緊急時のみ）
　　　＊　学校→ＰＴＡ会長・副会長→各学年委員長→各学級委員→各保護者へ
　　④　緊急連絡網は、ファイルにとじ、校長室、職員室（教頭席の後ろの棚）、事務室に備える（学校安全部が担当）。
４　その他、定期校外巡視等　
　(１)　毎年４月と９月に、ＰＴＡと全教職員で通学路点検を実施（１２地区に分類。要項別紙）。

(２)　４月に校長・教頭と安全委員会担当者等により、地域の方々に「こども１１０番の家」への協力依頼や、登下校中の事故等に関する学校への情報提供等についての依頼を実施。
(３)　夏季休業前、冬季休業前に、ＰＴＡ主催の校区内巡視を実施。


	防犯訓練と安全教育等

	１　防犯訓練の実施に際しての留意事項

(１)　防犯訓練を、教職員のみで１回、児童を含めて１回、毎年実施する。

　　　　＊　児童を含めた訓練は、毎年６月に実施する。

　(２)　児童に危害が加えられた場合を想定した訓練は、教職員のみで実施する。

　　　　　（→「２　教職員研修会について」参照）

　(３)　児童を含めて実施する訓練では、児童が動揺しないよう配慮する。とりわけ、「不審者」が実際に侵入してくる訓練については、児童が怖がることのないようにする（児童に恐怖感を抱かせるおそれがあるような訓練は教職員のみで実施）。

　(４)　訓練にあたっては、必ず警察・消防等関係機関と連携し、実際に通報する訓練も行うようにする。

　(５)　事前に保護者に理解と協力を求め、緊急連絡網により、保護者への連絡についても訓練を行う。

２　教職員研修会について

　(１)　防犯等に関する教職員研修会を、次のとおり開催する。

　　　①　本マニュアルに基づいた教職員研修（４月当初の職員会議で実施）

　　　②　不審者侵入を想定した緊急時の訓練（教職員のみ）

　　　　　＊　毎回、想定（場所、時間、状況）を変えて実施する。

　　　③　児童が事故等にあった際の応急手当と心肺蘇生講習会

　　　④　危機対応能力等の向上や児童への安全教育を充実させるための研修会
　　※　上の①，②及び④については、学校安全部が、③は保健部が主催、企画する。

　(２)　上の①及び②については、ＰＴＡの安全委員会、保健委員会にも協力を依頼し、保護者の参加を求める。また、①については、事前に警察に依頼し、連携して実施する。

　　　　　＊　大阪城警察署生活安全係（電話：０６－６９△△－１２３４）

３　児童への安全教育実施に際しての留意事項

　(１)　交通安全、生活安全（防犯含む）、災害安全について、学校安全計画に基づき実施する。

　(２)　防犯教育については、内容について「学年だより」等により予め保護者に周知し、理解と協力を得て、実施する。その際、保護者からの申し入れ等により、犯罪被害にあったことのある児童等について、配慮が必要な場合は学年で相談し、適切に対応する。

　(３)　通学路等での万一の際の対処の仕方（助けを求める、逃げる、信頼できる大人に話す）についても指導する。また、被害にあったり、あいそうになったりした場合には、必ず家の人や学校の先生に話すよう指導する。

　(４)　「こども１１０番の家」について、必ず言及する。

　(５)　校内に不審者がいる場合の対応について、指導する。特に、教職員・来校者は必ず来校者カード等を着用していること、着用していない者には近づかず、教職員に知らせることや、自分の身が危ないときはすぐに逃げることなどについて、指導する。（１５頁参照。）
　(６)　低学年では、１学期の早い段階（４月～５月）で、ビデオ教材「たまむしハカセの安全教室」を用いた学習を行う。


	関係者以外の学校への立ち入り

	１　来校者を見かけた場合

見かけた教職員は、「来校者カード」を着用しているか確認する。

（１）着用している場合

　　→　あいさつと声かけ

「どちらへご用ですか？」「場所はおわかりですか？」等

　　　→　挙動不審の場合には、小会議室まで案内する。

　　「ご用件をお聞きしますのでこちらへお越しください。」等             ⇒２へ
→　案内を拒否した場合には、退去を求める。

「申し訳ございませんが、お引き取りいただけますか。」等と、丁寧に退去を求める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒３へ
（２）着用していない場合

「恐れ入りますが、受付はお済みでしょうか？」と、声をかける。

→　受付まで案内し、来校者名簿へ記入の上、「来校者カード」を着用してもらう。

→　受付を拒否した場合には、小会議室まで案内する。 

「ご用件をお聞きしますのでこちらへお越しください。」等　　　　　　 ⇒２へ
→　案内を拒否した場合には、退去を求める。　　　　　　　　　　　　　　

「申し訳ございませんが、お引き取りいただけますか。」等と、丁寧に退去を求める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒３へ
２　小会議室に案内した場合

　　案内する途中で他の教職員へ連絡する。それができないときは、小会議室に通してから連絡し、複数教職員で対応する。

「本校では、来校者の皆さんに、必ず受付で来校者名簿に記入し、来校者カードを着用していただくようお願いしている。」ことを説明し、ご理解いただく。

「本校へどのようなご用件で来られましたか？」と、用件を確認する。

（１）理解いただき、用件のある場合

来校者名簿へ記入の上、「来校者カード」を着用してもらい、用事のある場所まで案内する。

（２）理解いただけない場合・用件のない場合

退去を求める。

「申し訳ございませんが、お引き取りいただけますか。」等と、丁寧に退去を求める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ⇒３へ
３　退去を求めた場合

（１）退去した場合

退去を確認し、再度侵入しないよう監視する。

　　　教頭から、大阪城警察署    （６９△△－１２３４）  

教育委員会※※課（６９▽▽－２×××）

大阪中央中学校  （６９□□－７×××）

大阪第二小学校  （６９○○－９×××）

私立御城門学院　（６８＃＃－６×××）
御堀幼稚園    　（６９＊＊－３×××）　に連絡する。

（２）退去を拒否した場合

　　　危害を加える恐れがないかを判断する。

→　恐れがないと判断する場合には、再度退去するよう説得する。

　　　　　　　　　→　退去した場合　  　　　　    　　 　 ⇒３（１）退去した場合　へ
　　　　　　　　　→　退去を拒否した場合　　　　　     　 ⇒レベル１へ　

　　　　　→　恐れがあると判断する場合       　　　　　　 ⇒レベル１へ


	危機レベルと事件対策本部の発動

	危機レベル

	レベル１：児童（教職員）に危害が及ぶ危険性がある場合

レベル２：児童（教職員）に直ちに危害が及ぶ危険性が高い場合

レベル３：児童（教職員）に危害が及んだ場合

＊　レベル１以上の状況となった場合、事件対策本部を発動し、原則として下記の役割分担に従って行動する。

＊　笛が鳴った場合はレベル２以上の状況であるので、近くの教職員は直ちにその場所に駆けつける。それ以外の教職員は、下記の役割分担に従って行動する。

＊　状況に応じ、本部の指示のもと臨機応変に対応する。

	役割
	名　前
	発生時・直後の対応
	中・長期的な対応

	本部
	◎校長

教頭

Ａ

Ｅ

Ｒ

（５名）
	・全体の状況把握、統括及び指揮

・警察（１１０番）、消防（１１９番）への通報

・校内緊急放送

・児童への指示の決定

・教育委員会※※課への連絡及び支援要請

・近隣学校園への連絡

・保護者（ＰＴＡ本部役員等）への連絡

・通信方法の確保（電話・ＦＡＸ・E-mail等）

・報道機関の対応

・当日の下校方法の決定

・今後の登下校方法・授業についての決定

・保護者説明会の準備と開催

・保護者あて連絡文の発行

・記録
	・再発防止、学校再開のための総括

・報告書の作成

・保護者、地域住民との連携方策等の改善

	安全・救護
	◎Ｎ　Ｄ

Ｆ　Ｈ

Ｊ　Ｌ

Ｏ　Ｐ

（８名）
	・避難場所・経路の設定

・児童の誘導

・児童の点呼

・児童の状況把握

・必要に応じ救護班の応援をする。
	・心のケア着手

・記録
	・負傷者に対するケア

・心のケア

・学校医等との連携体制の改善

・安全教育の内容、指導体制等の見直し



	
	◎ Ｑ

　　Ｋ

　　Ｕ

　　Ｖ

　　Ｗ

（５名）
	・負傷者の確認、全容把握

・負傷者の応急手当

・負傷者の搬出

・救急車同乗及び搬送先からの連絡

・負傷者搬送先の確認

・負傷児童の保護者への連絡

・学校医への連絡
	
	

	侵入者対応
	◎Ｂ　Ｃ

Ｇ　Ｉ

Ｍ　Ｓ

Ｔ

（７名）　　　
	・侵入者対応

・侵入者隔離

・校内巡視

・事件の情報収集、把握、整理

・学校の安全状況の把握

・地域の安全状況の把握
	・再発防止策の検討と危機管理マニュアルの改善
・組織（役割分担）の見直し


	レベル１・・・児童（教職員）に危害が及ぶ危険性がある場合　　　　　　

	　　＊レベル１の対応から不審者を侵入者と呼ぶ。

○ 対応者

（1） 侵入者を隔離できているが、危害を加えられそうな場合

· 侵入者の興奮を静め、落ち着かせるよう、言葉遣いに注意しながら複数の教職員で対応する。

· 凶器などを持参していないかを確認する。

· 「レベル１」である（危害が及ぶ可能性がある）ことを他の教職員に連絡する。

「お客様ですので、事務室からメモを１枚、お願いします。」

（＝レベル１で、不審者１人です。役割分担に従って行動してください。）

（2） 侵入者を隔離できていない場合

· 侵入者を小会議室に隔離するよう試みる。

「お話を小会議室でお聞きしますので、一緒にお越しください。」
（侵入者との距離を1.5ｍ以上確保する）

· 侵入者が納得すれば小会議室へ連れて行く。　　　→　（１）へ
· 隔離を試みたが隔離できず、危害が及ぶ危険性が高い場合　→　　レベル２へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ 本部

· 校長：「１１０番」通報を指示
· 教頭：教育委員会へ連絡、支援要請。
· Ａ　：緊急放送……「Ｚ先生（実在しません）に連絡します。○○まで来てください。」

（＝○○でレベル１です。役割分担に従って行動してください。）

　　　　　　　　　　　「児童の皆さんは、教室に入ってください。」　

· Ｅ　：「１１０番」通報。ＰＴＡ本部役員へ連絡、協力を要請

· Ｒ　：情報の集約

○ 安全確保

· 教室へ移動、各学年・組の児童の在室確認と安全確保

　Ｄ：１年、Ｆ：２年、Ｈ：３年、Ｊ：４年、Ｌ：５年、Ｏ：６年、Ｐ：ひまわり学級

Ｎ：全体集約、（Ｕ、Ｖ、Ｗ：応援）

· 教室で待機、放送等の指示を待つ（＊１５ページ参照）。

· 校外へ逃げた児童がいる可能性もあるので、情報を収集する。

○ 侵入者対応

· Ｂ、Ｃ、Ｇ、Ｉ：現場へ急行する。警察が到着するまで、児童等に危害を加えられないように時間をかせぐ。

· Ｍ、Ｓ、Ｔ、（Ｋ：応援）：校内を巡視して、他の不審者の有無、逃げ遅れた児童や負傷者の有無を確認し、児童の安全を確保する。

○ 救助救護

· 負傷者が出た場合に備えての準備　Ｑ

· 安全確保の応援（教室へ向かう）　Ｕ、Ｖ、Ｗ

· 侵入者対応（校内巡視）の応援　　Ｋ

· 授業中の場合も、役割分担を基本として対応する。

· 退去、逃亡した場合、近隣校へ連絡する。（本部）


	レベル２・・・児童（教職員）に直ちに危害が及ぶ危険性が高い場合

	○ 対応者

· 笛を吹く、大声を出す、大きな音を立てる、火災報知器を鳴らすなどして、周囲に危険を知らせる。

· 近くに児童がいる場合はすぐ逃げるように指示。児童と侵入者の間に入り、侵入者を児童に近づけないようにする。また侵入者の注意をそらして児童を侵入者から遠ざけるようにするなど、児童の安全を図る。

· 侵入者を注視する。攻撃を仕掛けてきそうな場合は、距離をおきながら、机やイス、ほうき、消火器等防御できる身近な道具を用い、児童や自分自身に危害を加えられないようにしながら、時間をかせぐ。
· 侵入者が逃げた時は笛を鳴らしながら追いかけ、逃げる先の児童等に危険を知らせる。
· 児童に危害が及ばないよう最大限の努力をするとともに自らの身を守ること。

（対応者が負傷してしまうと、子どもを守ることができない。）

· 児童が捉えられている場合は、侵入者に対して、興奮せず冷静になるように諭す。

「子どもを離しなさい。」「落ち着きなさい。」

○ 本部

· 校長：直ちに「１１０番」通報を指示。

　　　　 避難等の判断・指示。

· 教頭：教育委員会へ連絡、支援要請

　　　　 侵入者が退去、逃亡した場合は、近隣校への連絡を教育委員会に要請。

· Ａ　：緊急放送・・・「○○で緊急事態です。先生方は所定の行動をとってください。」

　（＝○○でレベル２です。役割分担に従って行動してください。）

　　　　　　　　　　　「児童の皆さんは、○○から離れて教室（体育館）に入りなさい。」　　　　　　　　　　　　　　

· Ｅ　：「１１０番」通報。ＰＴＡ本部役員へ連絡、協力を要請

· Ｒ　：情報を集約

○ 安全確保

· 避難場所・経路の決定　Ｎ

· 教室（体育館）へ移動、各学年・組の児童の在室、負傷等状況の確認　

Ｄ：１年、Ｆ：２年、Ｈ：３年、Ｊ：４年、Ｌ：５年、Ｏ：６年、Ｐ：ひまわり学級

Ｎ：全体集約、（Ｕ、Ｖ、Ｗ：避難場所への誘導）

· 教室（体育館）で待機（放送を待つ）

· 校外へ逃げた児童がいる可能性もあるので、情報を収集する。

○ 侵入者対応

· Ｂ、Ｃ、Ｇ、Ｉ：現場へ急行する。警察が到着するまで、児童等に危害を加えられないように時間をかせぐ。

· Ｍ、Ｓ、Ｔ、（Ｋ：応援）：校内を巡視して、他の不審者の有無、逃げ遅れた児童や負傷者の有無を確認し、児童の安全を確保する。

○ 救助救護

· 負傷者が出た場合に備えての準備　Ｑ

· 安全確保の応援（教室または避難場所への誘導）　Ｕ、Ｖ、Ｗ

· 侵入者対応、校内巡視の応援　　　Ｋ

＊　授業中の場合も、役割分担を基本として対応する。


	レベル３・・・児童（教職員）に危害が及んだ場合

	○ 対応者

· 笛を吹く、大声を出す、大きな音を立てる、火災報知器を鳴らすなどして、周囲に危険を知らせる。

· 近くに児童がいる場合はすぐ逃げるように指示。児童と侵入者の間に入り、侵入者を児童に近づけないようにする。また侵入者の注意をそらして児童を侵入者から遠ざけるようにするなど、児童の安全を図る。
· 侵入者に注意しつつ負傷した児童等の状況確認、応急手当を行う（救命を最優先）。

· 被害が拡大しないようできるだけ時間をかせぐ。

· 駆けつけた教職員に、落ち着いて、状況を報告する。

○ 本部

· 校長：直ちに「１１０番」、「１１９番」通報を指示。　避難等の判断・決定・指示。

· 教頭：教育委員会へ連絡。支援と近隣学校園への連絡を要請。

· Ａ　：緊急放送・・・「○○で緊急事態。レベル３です。」
（＝○○でレベル３です。役割分担に従って行動してください。）

「児童の皆さんは､○○から離れて教室(体育館)に入りなさい。」　　　　　　　　　　　　　　

· Ｅ　：「１１０番」通報。ＰＴＡ本部役員へ連絡、協力を要請

· Ｒ　：「１１９番」通報。情報の集約、通信方法の確保

○ 安全確保

· 避難場所・経路の決定　Ｎ

· 教室（体育館）へ移動、各学年・組の児童の在室、負傷等状況の確認　

Ｄ：１年、Ｆ：２年、Ｈ：３年、Ｊ：４年、Ｌ：５年、Ｏ：６年、Ｐ：ひまわり学級

Ｎ：全体集約、

· 教室（体育館）で待機（放送等の指示を待つ）

· 校外へ逃げた児童がいる可能性もあるので、情報を収集する。

○ 侵入者対応

· Ｂ、Ｃ、Ｇ、Ｉ：現場へ急行する（防御に利用できる用具を持参する）。警察が到着するまで、被害が拡大しないよう、時間をかせぐ。侵入者が逃げた場合は、追跡する（校外に逃亡した場合は追わず、再侵入を阻止する）

· Ｍ、Ｓ、Ｔ、（Ｋ：応援）：校内を巡視して、他の不審者の有無、逃げ遅れた児童や負傷者の有無を確認し、児童の安全を確保する。

○ 救助救護

· 現場へ急行する。負傷者の応急手当、搬送の準備（救急車手配の要請）　Ｑ、Ｋ

· 安全確保の応援（教室または避難場所への誘導とその他救護）　Ｕ、Ｖ、Ｗ

· 負傷者のリストの作成（学年、組、名前、症状、処置、搬送先、付添者等の記録）Ｋ

· 救急車同乗及び搬送先からの連絡（本部、保護者）Ｕ、Ｖ、Ｗ

　　　非常袋（児童緊急連絡先名簿、関係機関連絡先一覧、テレフォンカード、小銭、筆記用具、記録用紙等を入れた黄色い袋を保健室と教頭席に常備）の携行

· 負傷者搬送先及び状況の確認　Ｋ

· 授業中の場合も、役割分担を基本として対応する。

＊　報道機関については、本部が教育委員会と連携し対応する。


	避難と待機についての原則

	１　侵入者があった場合で、緊急に避難させる必要があるかどうか分からない場合（近くに侵入者等がおらず、状況が不明の時）は、原則として状況が判明するまで、児童を教室等で待機させ、教職員が保護する。その後、放送の指示等により避難する。

２　教職員が児童の近くにおり、児童に指示できる場合は次のようにする。

(１)　児童を教室に待機させる場合

　　○　教室の窓、扉を閉める。児童の人数確認後は施錠する。

　　○　教室内では児童を出入り口から遠ざけておく。

　　○　教職員は防御できるような道具（イス等）を持ち、侵入に備える。

　　○　放送の指示があれば、指示に従い避難する。

　　○　避難場所は、次のいずれかの指示がある。

　　　　　＊　体育館（原則）　　＊　運動場

(２)　児童を緊急に避難させる場合（近くに侵入者がおり、緊急に児童の安全を確保するとき）

　　○　侵入者から遠い方の階段・出入り口を使い、児童を避難させる。

　　○　避難場所は、職員室、御堀幼稚園等。状況によってはより安全なところを選び、誘導することもあり得る。

　　○　侵入者が近づいてきて危険な場合は、物を投げつけたり、防御できるような物を用いたりして、児童が避難できるよう時間を稼ぐ。

　　○　避難する際、隣接する教室等にも大声で危険を知らせ、避難を促す。
３　休憩時間等で教職員が児童の近くにいない場合について、児童に日頃から次のように指示しておく。

　　○　来校者カードをしていなかったり、危険な物を持っていたりする人を見かけたら、すぐにその人から遠くへ離れなさい。

　　○　できれば、先生のいそうな場所（職員室等）に逃げ、先生に知らせなさい。
　　○　もし、「教室に入りなさい」という放送があった場合は、すぐに教室に入ること。ただし、自分の近くに危険な物を持っている人や暴れている人がいるなどの場合は、すぐに先生のいそうなところに逃げること。

　＊９頁「防犯訓練と安全教育等」参照。
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	本校の警備体制について(ﾊﾟﾀｰﾝ2)

	＊インターホン等の設置がない場合の参考例
【通常時の警備体制（門の管理）について】

１　登校時

(１)　原則として朝の開門は８時１０分（正門のみ）。

(２)　登校時は正門を開放。なお、児童へは登校時刻等について、次の点を指導すること。

　＊　通常の授業時は、８時１０分～８時２５分の間に登校すること。

＊　遅刻して門が閉まっている場合は、通用門から入り、職員室へ行くこと。

＊　遅刻する場合は学校に電話連絡すること。

　(３)　正門指導（８時１０分～８時３０分）
　　　＊　正門で児童の登校を見守る。必ず、教職員から挨拶・声かけをすること。

＊　８時３０分に施錠。その際、児童の安全に十分配慮し、安全を最優先すること。

　　　＊　当番表は４ページ「校内巡視と安全点検について」に掲載。

２　授業時・休憩時

　(１)　門は施錠している。ただし正門横の通用口は解錠し、ここを出入り口として使用する。

　(２)　受付のため、来校者が職員室に来るので、その場合は、用件を聞き、受付簿の記入と来校者カードの着用を依頼する（詳細は１７ページ「来校者等の受付について」を参照）。

　　　＊　来校者用に対しては、正門横に案内のための掲示あり。

３　下校時、放課後

(１)　児童は下校の際には、正門横の通用口から下校させる。自分が出た後は扉を閉めておくように児童を指導する。

(２)　来校者については、授業時と同様。





	来校者等の受付について(ﾊﾟﾀｰﾝ2)

	＊インターホン等の設置がない場合の参考例
【遅刻した児童が登校した場合】

１　児童には、遅刻した場合には職員室に来てから教室に行くよう指示しているので、次のように対応すること。

(１)　職員室の名簿に、学年、組、出席番号、名前と登校時刻を記入させる。

(２)　体調が悪いようであれば、大丈夫かどうか、十分に確認した上、授業に行かせる。

【来校者の場合】

２　正門には、来校者に対して「ご来校された皆様は、職員室で受付をお願いいたします。」と掲示し、職員室東側扉への道順を示しているので、次のように対応すること。

　(１)　来校者の名前と用件を確認する。

(２)　来校者名簿への記入を依頼し、記入を確認した上で、来校者カードの着用を依頼する。

(３)　保護者については、４月当初に、来校者カードを各家庭等に２枚ずつ、児童を通じて配付しているので、それを着用するようお願いする。忘れた場合は、一般の来校者カードを使用。

　(４)　必要に応じて、訪問場所に案内するなど対応する。

　(５)　挙動等が不審な場合は、すぐに校長または教頭等に連絡し、複数で対応する。


　本　館

小会議室
校長室
職員室


保健室

＊来校者名簿（記入例）

月日

お名前

用　件

入校時刻

退校時刻

カード番号

８／29

○○　○○

ＰＴＡ役員会

10:25

11:00

Ｐ１１３１

←保護者

８／29

△△　△△

校長先生に面会

12:00

12:20

２４

←保護者以外

＊来校者カード（首からつるす透明ホルダーに入れて使用します）

・保護者の場合（事前に配付）

・その他の来校者の場合

保　　護　　者

Ｐ－＿　＿　＿　＿

（年）  （組）   （番  号）
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大阪第一小学校

来　　校　　者

２４
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	不審者侵入時のフローチャート
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不審者侵入防止・侵入時の迅速かつ的確な対応のために

大 阪 府 教 育 委 員 会

不審者侵入防止・侵入時の迅速かつ的確な対応のための留意点

１　不審者侵入防止のために

	◇　来校者が無断で校内に立ち入ることを防止する。

◇　登下校時等の開門中は必ず子どもの出入りを管理する。

◇　登下校時以外はすべての門を閉鎖し、施錠や人的配置により自由に出入りできないような措置を講じる。

◇　来校者に対する出入り口は１カ所に限定し、出入りを確実に把握する。


　重点事項

（１）校門の管理について

　①警備員等の人的配置による管理

　　来校者の受付、人の出入りと校門を管理する人の配置

　　警備員等の役割例　　　

	· 門の施錠と解錠　　・登下校児童への声かけ見守り　

・ 遅刻児童への対応　・校内の適宜巡回（門の管理や受付が機能している場合）

・ 持ち物の観察

・ 来校者への対応例

［用件確認、職員室等へ連絡、入校許可の判断（確認できない場合は教職員が門で確認）、名簿記入を求める（氏名、関係児童名、用件、入校時刻、退校予定時刻、退校時刻）、経路の説明、場合によっては所持品確認を求めるなど］


　②施設・設備の整備による管理

　インターホン（モニター付きを含む）、オートロック機構（電気錠システム）

　　　　防犯カメラ、校門での人の出入りが視認できる職員室等の配置。

　＊　①及び②の併用が望ましい。

　　③校門の管理についてのマニュアル整備

　　　登校から下校まで、確実に門を管理できるような体制をマニュアル化する。

　　　・ 警備員等、教職員が校門のそばで必ず子どもの登下校を見守る体制作りをすること。

· 配置された警備員等と教職員の連絡、具体的な連携方法等について、体制作りをすること。（異常を感じた時の職員室への連絡、連絡窓口、連絡を受けた場合の対応など）

· 校門の管理方法について、教職員、警備員等、子ども、保護者が共通理解すること。

　

　　④学校の実態に応じた対策の工夫

門扉やフェンスのない学校、また校地内に生活道路があり地元住民が通行する学校などについては、それぞれの学校の状況を踏まえた、実効ある対策を工夫する。

· 境界の表示や案内板を設置するなど、地域住民が校地内に入れても、自由に校舎内に入れない工夫、校舎内を守る体制を整備すること。

· 地域住民との関係が緊密である等の特色を生かし、警備員等と地域住民が連携した受付や巡回について工夫するなど実態に応じた取組を行うこと。

・ 「子どもの安全見守り隊」等を活用すること。

（２）来校者の管理について

　　①受付の場所、方法等の再確認

・ 来校者が子どもと接触する前に受付を行い、正当な理由がある場合、名札を直接手渡すこと。

・ 物理的に受付が校門付近に設置できない場合、来校者が確実に受付をするよう適切な案内表示をすること。

· 名札を付けていない来校者は、不審者として対応すること。

· 来校者が順路からはずれている場合は不審者として対応すること。

　　②職員カード（名札）の着用

　　　・ 全教職員は、正当な理由があって来校した保護者や地域の人々からもその学校の職員であることがはっきりわかるよう、職員カード（名札）を着用すること。

　　③不審者の隔離

・ 不審者を隔離するための「応接室」「待合室」等、別室を設定すること。

（３）マニュアルに「不審者かどうか見分けるポイント」の例を記載し、教職員に周知・徹底を図る。

　　①受付を通っているかチェックする。

・ 来校者用の名札等を着用しているか。
　　　・ 受付を無視したり、不審な言動をしていないか。

②声をかけて用件をたずねる。

　　　・ 用件が答えられるか。また、正当なものか。

　　　・ 保護者なら、子どもの学年・組・氏名が答えられるか。

· 教職員に用事がある場合は、氏名、学年、教科等の担当が答えられるか。

　　③順路を外れていたり、不自然な場所に立ち入っていないか。

　　④凶器や不審な物を持っていないか。

　　⑤不自然な行動や暴力的な言動はみられないか。

　　　　　（文部科学省「学校への不審者侵入時の危機管理マニュアル」より）

２　侵入時の迅速かつ的確な対応のために

　重点事項

	◇　子どもの安全確保を最優先にする。

◇　緊急事態の発生を校内の他の教職員・子どもへ周知するための連絡体制を確立する。

◇　警察等関係機関への緊急連絡体制を確立する。

◇　研修会・実践的な防犯訓練を定期的に実施する。


（１）不審者と思われる場合の対応

①不審者との対応は、慎重に行う。

・ 距離を1.5m以上確保すること。

・ 不審者に背中を見せず、常に視野に入れておくこと。

・ 持ち物などを観察すること。

・ 相手を興奮させないよう落ち着いて対応すること

・ 他の教職員の支援や警察への通報が必要な時にはサインを決めておくこと。

＊　よく知っている来校者の対応でも、上記の点に留意することが望ましい。

②別室に案内し、用件を聞く。

・ 別室に案内するときには、不審者を先に奥に案内し、対応者は身を守るために後から入口近くに位置し、すぐに避難できるよう入口の扉は、開放しておくこと。

・ 受付をすることに理解が得られない場合や、用件がない場合は退去を求めること。

　　・ 複数の教職員で対応すること。

（２）子どもや教職員に危害が及ぶ危険性がある場合（この段階から不審者を侵入者という）

①子どもが近くにいる場合は、侵入者の間に入りバリアとなる。

・ 堂々と構えて、侵入者にひるまない姿勢を見せること。

　・ 子どもたちに落ち着いて行動するよう声かけし、その場から離れさせること。

・ きっぱりとした言葉遣いで「やめなさい」「とまれ」「動くな」等、大声で威嚇すること。

・ 侵入者に対し、後ろを見せないこと。

・ できるだけ、３人以上で対処し、自らの安全を確保すること。
②大声を出したり、防犯ブザー、笛を鳴らすなどして周囲に危険を知らせるとともに、応援を求める。

・ 侵入者を注視しながら、モップ、ほうき、机などの身近な道具を使い、子どもや自分自身に危害が及ばないようにしながら侵入者の移動を阻止すること。

・ 他の教員は、速やかに１１０番通報すること。

・ 侵入者と距離をとりながら救援を待ち、救援者が到着したら、無理せず侵入者に対応し、警察の到着を待つこと。

　（３）校内での緊急事態の周知について

　　　　・ 校内に緊急事態の発生を速やかに周知する方法について確立すること。

　・ 教職員が携帯するものや、教室、廊下に設置する緊急通報装置等を日ごろから確認し共通理解をしておくこと。

・ 笛・防犯ブザー等を携帯し、防犯ベル（火災報知器）も活用すること。

（４）警察等関係機関への緊急通報について

　　　・ 所轄の警察署及び消防署と協議し、通報や緊急連絡の方法を整備し、繰り返し訓練を実施しておくこと。

・ 警察等との緊急通報装置がある場合には、その使用方法についても確認しておくこと。

（５）防犯訓練の実施について

　　　　教職員の危機意識の向上や共通理解を深めるともに、万一緊急事態が発生した場合でも、冷静で、迅速、的確な対応ができる実践力を身につけるため、繰り返し研修・訓練を実施する。

　　　・ 防犯訓練の実施にあたっては、警察・消防等の関係機関の協力を得ること。

　　　・ さすまた・警杖などの配備にあたっては、実践的な訓練を実施すること。

　　　・ 様々な場面を想定した訓練を実施し、危機管理マニュアル見直しの資料とすること。
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